






要約:小学校4年生の児童(年令9才～10才)349名を対象にし,超音波皮脂厚計とskin fold 

cariper による皮脂厚測定を行い，両者の測定値の比較および肥満度との関係について検

討し以下のような結果を得た。①超音波皮脂厚計とskin fold cariper による測定値には

正の相関を認めたが,超音波皮脂厚計の値の方が大きかった。②皮脂厚値は男女とも 9才よ

り 10 才が大きく,測定部位では肩甲骨下端部より上腕部の方が大きい傾向があった。⑥皮

脂厚と肥満度とは有意な正の相関がみられるが,肥満の判定には,真の皮脂厚を測定する事

が可能と思われる超音波皮脂厚計も有用と考えられる。 


